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[和訳] 

サムライの心を持った“マシーン” 

～理想への道のりでは愛すらも引き止めることができない～ 
 

 

《見出し》 

 

照明スタッフは BIG コンサートホールの頭上に吊り下がっている様々な色のライトを使って、舞台の上に魔法をかけ
た。日本のダンスカンパニー「マサシ･アクション･マシーン（以下、MAM）」のダンサーたちは、“気をつけ”に近いポー
ズをとり、坂本久美子氏（―彼らの芸術指導者、振付師―）の静かでやさしい声を注意深く聞いている。その後、お面を
かぶり、完全なる静寂の中で“キツネ”の作品を演じた。 
 
 

《本文》 
 

3 分間に及ぶダンスの表現力の豊かさ、動きのシンクロ性はただ驚嘆するほどだった。フィギュアスケート世界大会
でのイリーナ・ロドニラとアレクサンドル・ザイツェフの演技の際に、音楽の伴奏が静まった時のことが偶然にも思い出さ

れた。ロシアのペアは制約を受けない、自由なプログラムを全くすばらしくやり終え、ホールには拍手が響き渡った。し

かし、日本のダンサーは 2人ではなく、7人だった！この意味がわかりますか？ 
日本人ダンサーの練習を注意深く見ていた「ヴァレーリィ・テレシュキン・スバボードニィ・バレエ（以下、VTB）」のダ
ンサー達はステージで起こっていることに強い感銘を受けるだろう、と私は感じた。 

VTB のダンサーであるアリョーナ・ジュラーフレバは話す―「我々が彼らのような世界水準のダンサーと一緒にこのプ
ロジェクトで忙しくしていることが、今でも信じられません。」 
ヴァレーリィ・ボリソーヴィチは自分の番になって言った―「日本新体操界のナショナルチームメンバーであった三代
真史のダンスカンパニーと一緒に行う共同プロジェクトへの参加―これは VTB のダンサーにとっても、クラスノヤルスク
の人々にとっても大きな幸運です。我々は 1996年、ジャズダンスの国際大会「ザラトェ・レオ（Golden Leo）」で初めて
知り合いました。そしてその時すでに、このジャズダンス界の世界屈指のダンスカンパニーの 1 つである MAM と共に
共同プロジェクトを立ち上げようというアイデアが生まれていました。ちょうどその時、地方役所の協力のおかげで―特に
我々に協力してくれたのが、社会開発と青年プロジェクト実現プログラムのリーダー、コンスタンチン・グレーエフさんで

した―我々の念願を果たすことができました。 
日本の MAM はクラスノヤルスクの人々の前で、我々にとっては完全に新しい形で、柔らかなダンス言語として生き

た漢字のような形でパフォーマンスをしました。それぞれのフレーズにおけるダンスは日本の詩のようにそれ自身で自

己完結していて、簡潔だとはいえ、表現力豊かでダンス的な「短歌」のようである。MAM のそれぞれのダンサーの動き

は、これ以上何かを改善することは不可能だというほどまで、完璧に近かった。 
それぞれの日本人の心の中にあるサムライの心は、ダンス「黒帯」に貫かれている。その主人公である空手家はひた

すら自分自身の目的に向かって歩いている―黒帯という目的に向かって。どんな障害も、彼の理想への道を止めること
ができない。それがたとえ愛であっても。  


